
《基本理念》
地域の病む人々 に常に寄り添い
安全で質の高い医療を提供し

信頼・安心していただける病院をめざします

独立行政法人国立病院機構東佐賀病院　広報誌

2019 夏・秋合併号
Vol. 52

【発行所】

【編集発行】広報委員会

佐賀県三養基郡みやき町
大字原古賀7324
独立行政法人
国立病院機構東佐賀病院

ホームページ　h t t p s : / / h i g a s h i s a g a . h o s p . g o . j p

目　次
■■ 統括診療部長就任挨拶・永年勤続表彰… ………………………  2
■■看護職員就職説明会に参加して… ………………………………  5
■■ H31年度『看護の日』………………………………………………  6
■■地域医療従事者研修及び学術セミナーを開催して… …………  7
■■包括ケア病棟コンサートに参加して… …………………………  8 

■■包括ケア病棟フラダンスショーを開催して… …………………  9
■■地域医療連携室のご案内 ………………………………………… 10
■■外来診療担当医表 ………………………………………………… 11
■■病院アクセスマップ… …………………………………………… 12
■■地域医療研修センターのご案内… ……………………………… 12

＊題字「ひがしさが」　平野  長煕  名誉院長  書

綾部神社旗下ろし神事 ～1000年続く神事 ～

1



統括診療部長

本岡　勉

永 年 勤 続 表 彰

　この度、10月1日付で統括診療部長職を拝命いたしました。平成23年4月より整形

外科医長として、その後は整形外科部長、第一診療部長として当院に勤務させていた

だきましたが、運動器疾患は加齢に伴うものが多いせいか、高齢者の人口比率が高い

鳥栖・三養基地区において患者数は漸増しています。運動器疾患を担う整形外科へ

の期待はますます高まっているものと考えられますので、引き続き地域の患者様のQOL

レベルを引き上げる医療に鋭意努力していく所存です。また同時にこれからは当院の発

展にも寄与すべく、職員の意識を一つにまとめて様 な々課題に向き合っていきたいと考

えています。まずは来年6月稼働が決定した電子カルテの導入ですが、ただ単に導入す

るだけでなく将来を見据えてより良い職場環境が構築できるよう微力ですが尽力したい

と思います。今後ともより一層のご理解とご支援を賜りたく衷心よりお願い申し上げます。

統括診療部長就任挨拶

内科医長　大
おおい

井　順
じゅんじ

二
この度、平成31年度永年勤続の表彰を頂き誠にありがとうございました。平成１年２月
１日に当院に着任し、その後30年と数か月が経過しました。佐世保で20年、長崎で約10年、
当院宿舎で約30年過ごすこととなりました。子供たちは病院宿舎が故郷になりました。宿
舎に居住されていた病院職員のご家族と一緒に山や海にキャンプに出かけたことなど楽し
かったことが思い出されます。
日々の業務に追われ、医療の変革に遅れないようにと心がけ過ごしてきましたが、この30
年は夢のように過ぎ去ってしまい、年を取るほど１年が短く感じることを実感しています。
また、私の今日があるのは病院スタッフの皆様のお陰と心より感謝申し上げる次第です。
これからも自己研鑽に努め基本を大切にした診療を行っていく所存です。今後ともよろし
くお願いいたします。

永年勤続表彰を受けて

30年以上表彰者
・内科医長	 大井　順二
・薬剤部長	 末松　直幸	
・副看護師長	 甲斐三枝子
・看護師	 岡本　七夕

20年以上表彰者
・理学療法士長	 今村　康子
・副臨床検査技師長	 坂井　綾子
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薬剤部長　末
すえまつ

松　直
なおゆき

幸
永年勤続30年を表彰していただき誠にありがとうございます。長崎中央病院（現：長崎
医療センター）で非常勤職員として1年半勤めた後、今は移譲され閉院した壱岐病院で採用
され、別府病院（現：別府医療センター）、福岡病院、宮崎病院、小倉病院（現：小倉医療
センター）、熊本再春荘病院（現：熊本再春医療センター）、菊池病院、星塚敬愛園をへて、
ここ東佐賀病院にたどり着きました。30年の間に国立病院から国立病院機構となり、身分
も国家公務員から民間人となりました。山あり谷ありでしたが色々なことを経験させてい
ただき、今は懐かしい思い出で一杯です。国立病院機構での勤めも残り数年となりました
が、今まで積み上げてきた経験を通して少しでもご恩返しができればと思っておりますの
で、いっそうのご指導、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

副看護師長　甲
か い

斐　三
み え こ

枝子
この度、永年勤続表彰を頂きありがとうございました。今回の表彰を機に振り返ると、「い
つの間にかこんなに経ったんだ」と改めて時の早さに驚きを感じると共に、これまで勤め
てこれたのも、皆様の支援のおかげであると深く感謝しています。
私は、幼いころ病弱で病院に通院する機会が多く、当時の看護婦さんの厳しい態度を観て、
将来は『病気の人にやさしい看護婦になる』と決めたことを覚えています。希望した看護
師となり、長い時間が経った今でも、実践するなかでこの思いは大切にしています。　
東佐賀病院にお世話になり30数年が経ちました。自身の健康について考えると、日々体
力の低下を感じるようになりました。２か月程前より、エアロバイクを毎日30分間行って
います。「継続は力なり」を信じて、体力維持に頑張ります。皆様、今後とも宜しくお願い
します。

看護師　岡
おかもと

本　七
な ゆ

夕
入職したのは30年以上前になります。最初に教えてもらったのは昼休み、日勤者の人数
分のお茶を入れる事でした。「ここは、新人がお茶を入れることになっている」とのこと。
最初の病棟は、わからないことだらけ。でも、当時はマニュアルもなく、プリセプター制
度もなく、自分で学べと言われていました。入職したら１人前の看護師として働き、年次
別研修もなく、２年目には看護研究、３年目は学生指導のメンバーで、実践から自分で学
ぶのが当たり前という時代でした。そして、わからないことだらけの日々に辞めたいと考
えていました。母に辞めたいと言うと、「初めからできる人はおらんけん、３週間頑張って
みらんね。駄目と思ったら辞めてよかさい」と母から辞めてもいいと言われ、もう少し頑
張ってみようと思えるようになりました。今の新人さんは研修があって大変だなと感じる
一方、事細かに教えてもらっているのを見ると羨ましく感じます。
30年の間に結婚し子供も３人生まれ、職場でも色々体験してきました。仕事ですから楽
しかったことより辛かったことの方が多いかもしれませんが、その時その時のスタッフと
共に乗り越えてこれました。これまで仕事を続けてこれたことはこの仕事を理解してくれ
た主人をはじめ義父、義母、子供たちのお陰でもあります。これからも体力と相談しなが
ら続けていこうと思います。
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理学療法士長　今
いまむら

村　康
やすこ

子

平成締めくくりの４月に永年勤続表彰を頂きました。
突然のお声かけに、もう20年経ったのかという思いと、よく20年も保ったなぁという思
いが交差し感慨を覚えると共に、自分が理学療法士として、人としてきちんと成長できて
きたかを振り返る機会になりました。
なによりも諸先輩、同僚、多職種の方々や多くの患者様におしかりを受け、教え・導かれ、
支えられてきたことに感謝致します。
私は未だ自分を発展途上だと思っていますので、これからもパワーアップ、レベルアップ
していきたいと思います。

副臨床検査技師長　坂
さかい

井　綾
あやこ

子

先日、永年勤続の表彰をしていただき誠にありがとうございました。
平成元年に賃金職員としてこの国立病院機構（当時は独立法人ではありませんでしたね。）
に就職して職員になり何度かの転勤をしました。はやかったぁって感慨ひとしおです。
けれど思いかえせばその年月は短くなく、いろんな事が変わっていきました。世のながれ、
国立病院をとりまく状況の変化に危機感をもちながら柔軟に対応しつづける必要性があり
ました。私的にも子供が3人。あー今日はこの子が熱出たわと、夫婦でどっちが休む？とは
らはらの日々。朝から反抗する子供に手をやき、急がなくっちゃ間にあわないってドタバ
タ生活。睡眠不足に勉強不足。あせったり、情けなかったりで仕事をどこまで続けていけ
るんだろうか？変化についていけるだろうか？
それでも仕事をする背中が頼もしかった上司にあこがれ、やれいけ、それいけとパワー全
開の上司からパワーをもらい、優しかった先輩、絆を感じる同期世代と一緒に仕事をした
こと。忙しくても仕事の最後に症例を共有した後輩たちは私の働く力でした。
忘れられない患者さんもいました。技師として、人として勉強になりました。
若い人に言うと怖ろしがられますが、終わったことは少し夢に似ています。覚えているけ
れど、どこか怪しい。良いことばかりではなかったけれど、いいことばかり思い出す。
勤続表彰を受けて改めて振り返り、すべてに感謝をします。国立病院機構でよかった！転
勤もよかった！たくさんの素敵な人に逢いました。仕事を続けることが出来ています。あ
りがとうございます。時間は有限であることを肝に銘じながら、さあ！もう少し時間があ
ります。頑張ります。今後ともよろしくお願いします。
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看護職員就職説明会に参加して 教育担当師長

野中　恵梨香

令和２年度採用　国立病院機構九州

グループ主催の看護職員就職説明会が５

月11日JR九州ホールで開催されました。

全体の来場者348名、東佐賀病院ブース

訪問者は25名でした。

東佐賀病院をアピールするにあたり、

『地域医療支援病院』として地域医療の

ニーズに応じた専門医療の提供や、退院

支援への充実、政策医療に携わる機関と

していることをパンフレットで説明して

きました。また、看護部の理念 “患者・

家族が安心・満足できる看護を目指して

います” をポスターで大きく掲げ、新人

の教育体制や年間計画、研修風景を掲示しました。

ブースへの訪問者は、当院での実習経験があり、重

症心身障がい児（者）看護や感染症看護に興味を持っ

た方や、「重症児（者）病棟で働きたい」という明確

な目標を持って訪問される方が多かったことが印象的

でした。実習を通し、当院の雰囲気を実際に見て、「東

佐賀病院を第一志望」に挙げて頂けるのは、指導に携

わっている看護師や病棟にとって嬉しいことであり、

日頃の学生への関わりの賜物であると思いました。

今年度も当院での実習経験者やインターンシップ参

加者の新採用者が多く入職し、次年度は今回の訪問者

の中から何人の新しい仲間が増えるのか楽しみです。
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『看護の日』は、地域住民の方々に病院や看護師に
親しみを感じていただけるよう計画・実施しました。
病院廊下に “病棟紹介” と “笑顔がすてきな看護師さ
ん”、“新採用看護師さん” のポスターを掲示しました。
また、看護の場面をポスターにすることで、看護のア
ピールをしました。参加者は、40～90歳代で特に70
歳代の方に多く参加していただきました。開催場所を
病院内にしたことで、参加者は外来受診者や入院中の
患者様、お見舞いに来られた方がほとんどでした。来
場者数は84名で、約6割はみやき町在住の方でした。

来場者には、血糖・骨密度の測定を行い、栄養士によ
る栄養相談、慢性呼吸認定看護師の呼吸相談、看護師
の健康相談を行いました。来場の方からは、「通常行っ
ている検査以外を体験できるので感謝します」「自分
ではなかなかできないことなので、次回も参加したい」
など、喜びの声をいただきました。

地域の皆様と言葉を交わし、触れ合うことで直接ご
意見をいただいたり、スタッフの対応についても感謝
の言葉をいただいたりと、看護の日に携わった看護師
は“看護の役割と喜び”を実感できた一日となりました。

看護師長　　

中島　恵H31年度『看護の日』
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当院では毎月、地域の医療従事者の方々を対象とし
た研修を行っております。今年度も下記のとおり研修
を実施しております。地域の先生方を始め、多くの医
療従事者の方々にご出席していただき、実りある研修
となりました。

今後も地域医療の発展・質の向上を図るために医療
従事者研修・学術セミナーを開催していきますので、
これからもよろしくお願いいたします。

【４月２５日】
テ ー マ：職業感染予防対策
	 講　師：古瀬　法子（感染管理認定看護師）

【５月３０日】
テ ー マ：褥瘡対策　～介護施設、自宅でのケアを考える～
	 講　師：河津　涼子（皮膚・排泄ケア認定看護師）

【６月２７日】
テ ー マ：高齢・認知症の方への食事援助
	 ～栄養確保のためのひと工夫～
	 講　師：岸川　理恵（摂食嚥下障害看護認定看護師）

【７月１６日】
第 4 回　国立病院機構東佐賀病院　学術セミナー
講　　演：第１部「小児の感染症～ RS ウイルスとヒトメタニューモウイルス～」　
	 講　師：横田　吾郎（東佐賀病院　第二診療部長）
特別講演：「感染対策と抗菌薬適正使用 “慣習的医療行為の見直し”」
	 講　師：青木　洋介　教授（佐賀大学医学部附属病院　感染制御部部長 )

地域医療連携室

髙口　輝一
地域医療従事者研修及び
　　学術セミナーを開催して
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２病棟 副看護師長

上村　香織包括ケア病棟コンサートに参加して
７月19日包括ケア病棟にて佐賀県立三養基高等学

校吹奏楽部によるコンサートが開催されました。
今回で４回目となるコンサートですが、病院で初め

ての演奏に緊張する生徒さんの様子もみられました。
そのような中で本岡第一診療部長による挨拶は、歓迎
と笑いを誘う内容で緊張をほぐすものとなりました。
北島三郎の「まつり」や「ふるさと」など約30分間の
演奏がありました。吹奏楽部員の司会から次に何の曲
が演奏されるかワクワクしながら聞いていました。演
奏が始まると、包括ケア病棟が一気に音楽の世界に包

み込まれました。コントラバスやチューバ、フルート、
クラリネット等様々な管弦楽器の幅広い音色、打楽器
のリズムや歌声、そして生徒さんの一生懸命演奏され
ている姿は、日々入院生活を送る患者様にとって体や
心で感じることができ、気分転換やリハビリの意欲に
繋がったのではないかと感じました。また患者様や御
家族の笑顔や音楽に引き込まれていく姿を見ることが
できたことは私たち職員にとっても嬉しく、次のコン
サートを待ち望むものとなりました。
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庶務係長

森本　圭祐

８月22日包括ケア病棟にてヒサコフラスタジオに
よるフラダンスショーが開催されました。

今回初となるフラダンスショーの開催となりました
が、開始前から患者様が続々と集まり大盛り上がり。
音楽が流れると会場が一気にハワイの空気に変わり、
常夏の島にいるかのような気分にさせてくれました。
フラダンスショーは約30分間行われ、子供から大人
まで様々な年代の方々がフラダンスを披露しました。

患者様もリズムに合わせて手拍子をしてとても楽しん
でいる姿が見られました。

日々入院生活を送る患者様にとって、心の癒やしに
なり気分転換に繋がったのではないかと感じました。
当院では、今後も患者様のケアのために様々な催しを
行っていく予定です。

包括ケア病棟
フラダンスショーを開催して
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《ご利用方法について》
１. ご紹介いただく場合について

　 「診療情報提供書（当院様式以外のものでも結構です）」に必要事項をご記入いただき、ファックス
にてご連絡下さい。診療情報提供書をすぐに送信いただけない場合は、直接、新患担当医師又は各診
療担当医まで電話にてご連絡下さい。その場合の診療情報提供書は、できるだけ患者様が受診される
日時までに、地域医療連携室までFAXいただきますようお願い致します。

２. 緊急時のご紹介について
　緊急を要するご紹介は、直接各診療科医師へご連絡下さい。
　患者様の症状などを医師同士でご確認していただくことにより、受入体制、各種検査室の手配など
迅速に対応できます。また、救急搬送によるご依頼の場合には、救急当番医師が対応致します。

３. 患者様へのご説明について
　受診当日に「予約案内書」「診療情報提供書」「健康保険証」をご持参のうえ、外来受付窓口へご提出
いただきますよう説明をお願い致します。

４. ご報告について
　診療結果につきましては、地域医療連携室または担当医から、ファックス若しくは郵便にて速やか
にご報告申し上げます。なお、報告がないようでしたら地域医療連携室までご一報下さい。

５. 入院のご依頼について
　入院をご希望の場合でも、いったん当院の医師の診察後に決定させていただきますので、ご理解の
程お願い申し上げます。なお、緊急の場合は直接各診療科へお電話いただき、担当医にご相談いただ
きますようお願い致します。

６. その他
　お問い合わせ、ご不明な点やご意見ご要望等がございましたら、いつでもご遠慮なく「地域医療連
携室」へお知らせ下さいますように、お願い申し上げます。

代　表：TEL 0942（94）2048 内線309
直　通：TEL 0942（94）2058　FAX 0942（94）3748
　　　　　　　　　　　　　　　　　〔FAXは24時間受付〕
E-mail：renkei-56@hosp.go.jp

＜平日／午前８時30分～午後５時15分＞

ご連絡は下記のファックス又は電話をご利用下さい。

※平日午後５時以降及び土・日・祝祭日受付分は、翌日など出来るだけ早急に返事を送らせていただきます。

独立行政法人国立病院機構 東佐賀病院 地域医療連携室

地域医療連携室のご案内
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診 療 科 目 月 火 水 木 金

内

科

新 患 吉村　昌也（消化器）
小林　弘美（呼吸器）

千布　　節（呼吸器）
那須　俊甫（糖尿病）

大井　順二（消化器）
田中　直寛（循環器）

犬山　正仁（呼吸器）
山内　寛子（糖尿病）

岡田祐美子（内　科）
田中　将英（呼吸器）

再
来

呼 吸 器 千布　　節
田中　将英 小林　弘美

小林　弘美
田中　将英
犬山　正仁

千布　　節

消 化 器 大井　順二 大井　順二
吉村　昌也 吉村　昌也

循 環 器 田中　直寛 田中　直寛

内 科

糖尿病・内分泌 那須　俊甫 山内　寛子 山内　寛子 那須　俊甫 重本　里美
（9：30～）

専
門

甲 状 腺

肝臓専門外来 磯田　広史

外
科

消 化 器 大髙　和真
北島　吉彦

田中　雅之
北島　吉彦

大髙　和真
田中　雅之

大髙　和真
北島　吉彦

田中　雅之
大髙　和真

乳 腺 外 科
（予約制）

大髙　和真
田中　雅之

（午後1：30～予約制）

小
児
科

一 般
午前 横田　吾郎 荒牧　修一 山本　修一 中西　未来 横田　吾郎

午後 今吉美代子 荒牧　修一 佐賀大学 陣内久美子 今吉美代子

専
門

アレルギー
（予約制）

午前

午後 中西　未来
田中祥一朗

整
形
外
科

新 患 大場　陽介 上通由紀子

本岡　　勉
上通由紀子

本岡　　勉
大場　陽介

本岡　　勉
上通由紀子

本岡　　勉
大場　陽介

上通由紀子
大場　陽介再 来

放 射 線 科 江頭　玲子
（9:00～11:00）

福井　修一
（9:00～11:00）

消 化 器 内 視 鏡 大井　順二 吉村　昌也 吉村　昌也 田中　雅之 大井　順二

眼 科 午前 午後

● 栄養相談は、月曜日～金曜日まで毎日行っています。
● 金曜日の乳腺外来は予約制ですので、事前に外科外来にご予約下さい。
● 小児科は、午後も診療を行います。（午後の診療については、担当医の変更がある場合があります。）
　 小児アレルギー外来は、小児の喘息、アレルギー性鼻炎やアトピーなどの診察、相談を行っています。
　 小児アレルギー外来、予防接種は予約制ですので事前に小児科外来へご予約下さい。
● 整形外科の火、水、木については、再来担当のいずれかの医師が新患を診察します。
● 眼科外来は、当院にて治療中の患者様に限ります。

外来診療担当医表
（受付時間）月曜日 ～ 金曜日（祝日を除く）

新患・再来／8：30～11：30　※急患はこの限りではありません
小児科受診の新患・再来／８：30～11：30、14：00～16：30

FAX 0 9 4 2 - 9 4 - 3 1 3 7
ホームぺージ https://higashisaga.hosp.go.jp
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地域医療研修センターのご案内
　本センターは医療従事者の方であれば利用者の職種は問いません。
　病院の職員をはじめ地域住民の皆様、及び医療機関の皆様、講演会・研修会・勉強会等医療・健康に関する
コミュニケーションの場としてご利用下さい。

●お申し込み・お問い合わせ先 ●

東佐賀病院
管理課庶務係 ☎0942（94）2048

（内線333又は 219）

病 院 ア ク セ ス マ ッ プ病 院 ア ク セ ス マ ッ プ

1. JR長崎本線普通列車「中原駅」下車。
 南へ徒歩15分（1.4km）
 ●鳥栖駅～中原駅間　約 9 分
 ●佐賀駅～中原駅間　約17分

2. 西鉄バス〔西鉄久留米〕～〔鳥栖駅〕間
 （あやべ経由41番）の「東佐賀病院前」
 にて下車。
 ●西鉄久留米より　約30分
 ●JR久留米より　  約20分
 ●JR鳥栖より　　  約30分

3. 九州自動車道及び長崎自動車道
 ●鳥栖インターより（国道34号線経由）　  約30分
 ●東脊振インターより（県道31号線経由）  約20分

至福岡

長崎自動車道

至
福
岡

九
州
新
幹
線

新
鳥
栖
駅

鳥
栖

中原

至
久
留
米至久留米至佐賀

至佐賀

国 道

県 道

至長崎

中原橋

綾部東 養父町

轟木二本黒木

東寒水

板部

280

136385

22

31

17

中副

東脊振インター東脊振
IC 鳥栖ＪＣＴ

三田川町田手

佐賀JRA

綾部神社前

三養基高校
入口

Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線

ＪＲ長崎本線

九
州
自
動
車
道

至大分

老健施設
夢 の 里

県立三養基
高 校

特別支援
学 校

希望の家

西消防署コンビニ

コンビニ

独立行政法人国立病院機構

東佐賀病院

34

３

Ｎ

季節が秋に変わりだんだんと日が短くなってきました。
朝夕は肌寒く季節の変わり目を感じます。気温の高低差があるため皆様風邪には十分に気をつけて
お過ごしください。
また、当院では今後も様々な行事を行っていきますので、今後ともよろしくお願いいたします。
� （広報委員会）　

編 集
後 記
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